
宮崎県拠点だより
農林水産省九州農政局 2021年 2月 No.15 宮崎県拠点の

Webサイトはこちらから

サツマイモ基腐病まん延防止対策の適確な実施を！

～感染拡大を防ぎ、産地の維持につなげる～

（1）健全な種苗の確保
（2）作型の早進化（病害の影響回避）
（3）菌密度の低下に向けた取組

・代替品目による輪作体系の推進
・土壌消毒の実施、残渣の持ち出し

（4）登録農薬の拡大
（5）試験研究機関による継続した伝染経路等の解明

次期作に向けた今後の必要な対策

腐敗した塊根 発病したほ場

輝く技術！スマート農業機器で、棚田管理の省力化！

～高千穂町中山間棚田スマート農業実証コンソーシアム～

高齢化・後継者不足により増加する耕作放棄地や農地管
理の対策のため、今年度から高千穂町の下野西機械利用
組合を中心に、農機具メーカー等とタッグを組んでスマート
農業実証に挑戦している取組を紹介します。
同コンソーシアムでは、「スマート農業と言えば、平場の
大規模圃場でＧＰＳ機能付き大型機械を操作するイメージ
があるが、高齢化・担い手不足で省力化が必要な中山間
地でこそ輝く技術」と考えており、当地区での実証をぜひと
も成功させたいと意欲に燃えています。

【導入機器及び機能】
○水管理システムによる自動制御・遠隔監視
○ドローンによる水稲直播き及び施肥・防除と、
GPSデータでの作業確認
○リモコン式草刈機による急傾斜畦畔法面管理
〇パワーアシストスーツ

ドローンによる防除遠隔操作水管理システム（自動給水栓）

リモコン式草刈機

パワーアシスト作業

急斜面作業
も安全に！棚田でも小回り

が利き、便利！

重い荷物
もラクラク
作業！

サツマイモ基腐病は、感染すると地際部から茎が
枯れ、いもが腐敗する症状を引き起こし、多発したほ
場では大幅な減収となります。宮崎県内では、平成
31年1月に初めて発生が確認され、県南地域を中心
に、甚大な被害をもたらしています。
県、市、JA、生産者等の関係者は、対策会議を実施

するなど連携し、ほ場残渣の焼却・分解処理、土壌
消毒、排水対策や、健全な種いも・苗の確保など、知
見に基づくまん延防止対策を周知・徹底し、地域が
一体となって発病の抑制に取り組んでいます。

さらに、国や他県とも連携し、防除技術の実証や抑
制対策の共同研究を継続して進め、産地維持を図る
こととしています。

また、防除効果の高い有効な農薬の早期登録や登
録農薬の拡大が期待されています。

横

現地に行かず、
スマートフォンで
制御、状況確認
が可能。



地方参事官室ホットライン
ＴＥＬ ０９８５－２４－２３６５
ＦＡＸ ０９８５－２７－２０３５
本紙の記載内容等についてのご質問、農政に関
すること、事業や制度への質問・ご意見等がござ
いましたらお気軽にお問い合わせ下さい。
（〒８８０－０８０１ 宮崎市老松２丁目３－１７）

農林水産省ビジョン・ステートメント

わたしたち農林水産省は、生命を支える「食」と安心
して暮らせる「環境」を未来のこどもたちに継承して
いくことを使命として、常に国民の期待を正面から受
けとめ、時代の変化を見通して政策を提案し、その
実現に向けて全力で行動します。

ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）の防除対策 ～冬春編～
水稲被害を防ぐため越冬個体数を減らすことが重要です。

鳥インフルエンザウイルスが県内に猛威を振るっています。
徹底した感染対策でこのピンチを乗り切りましょう。


